




論 文 題 目 内田不知庵研究―明治二〇年代前半における批評家内田不知庵の文学活動および文学論に関する研究 
審査要旨 







   「序章 内田不知庵（魯庵）研究概観および本研究の課題と方法について」では、これまで先人の研究によっ
て魯庵像が作られて来たが、その多くは魯庵自身の回想によっており、正しい魯庵の文業を明らかにしていない
とする。正しく評価することにより、初期不知庵時代の文学活動に、更なる評価を与えられると主張する。 
   本論は全 11 章からなるが、そのテーマから言うと、「文芸批評家内田不知庵の登場について」（第一章）、「初
期小説について」（第二章・第三章）、「初期評論・文学観について」（第四章～第六章）、「武蔵屋叢書閣と不知
庵について」（第七章・第八章）、「内田不知庵・田辺花圃の往復書簡について」（第九章・第十章）、「『文学一
斑』―〈ドラマ〉論の射程について」（第十一章）の 6 つの部分に分けられるだろう。以下 1 章ごとに、成果を概観し
て行きたい。 
  「第一章 文芸批評家、内田不知庵の「出発」―明治二〇年代初頭の批評言説と批評第一作「山田美妙大人の
小説」をめぐって」は、山田美妙個人に宛てた書簡が、一篇の批評としてどう独立したかが辿られている。その文
章に見られる多義的な修辞技法の使用に、不知庵の観察眼の卓越性を見ている。 
  「第二章 共鳴する裏屋の響き―内田不知庵「酒鬼」論―」は、小説の代表作『くれの廿八日』に至るまでの道に
おいて、最初期の小説がどうであったのかをていねいに辿る。従来注目されて来なかった「酒鬼」をとりあげつ
つ、都市整備と禁酒運動という世相を絡めて論じ、批評の試みだけでは見えて来ない小説観に触れている。 
  「第三章 内田不知庵「もみぢ狩」論―典拠と小説の構成について」は、作品の典拠が、従来言われている謡
曲だけではなく、式亭三馬の作品も取り込んでいることを実証する。更に、小説世界に「悲惨憂愁」の観点を導入
したことを論じている。 
  「第四章 「強硬」な不知庵―『浮城物語』論争における内田不知庵の「小説」の保持」は、明治初期の代表的な
文学論争である、「文学極衰」論争、『浮城物語』論争を分析した一章である。修士論文で矢野龍渓を扱っていた
論者ならではの読みが、よく生かされている。 


















  「第一一章 内田不知庵『文学一斑』論―「道義」の媒介性から捉える〈ドラマ〉論の射程」は、不知庵の言う「ドラ
マ」を成立させる契機としての「道義」に注目、ヘーゲル美学との関連にも留意し、『文学一斑』の内実に迫る。論
ずるのが難しい一冊だが、どういう論点から構成されているかが明らかになったと言えよう。 
   最後に置かれた「終章 本研究の成果と課題―「内田不知庵研究」総括」は、これまでの論旨を振り返り、今後
への展望を描いた部分であり、これまでの研究成果を確認し、残された部分を論者自身が確認しており、研究へ
の誠実さがうかがえると言えよう。 
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